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背景

生活史 1月2月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月

特定の上陸場の
利用率

上陸場からの
移動距離

成♀は繁殖期 (出産・育児・交尾) に利用する上陸場に執着
成♂♀は繁殖期に行動圏が減少

小(集中)

成：成獣 (繁殖参加）亜：亜成獣 (性成熟+繁殖非参加）幼：幼獣 (未性成熟）

大(分散) 大(分散)

成≪亜≒幼

出産･育児 交尾 毛換わり

成=亜=幼 成≪亜≒幼

成≫亜≒幼成≫亜≒幼 成♀≫成♂>亜≒幼

・半水生の海棲哺乳類
・上陸場で休息・出産・育児・換毛
・特定の岩礁を上陸場として利用

⇒時期により利用個体数が変化

・北半球1万6千キロに分布
⇒1亜種であるゼニガタアザラシが
北海道東部に生息

ハーバーシールとは



混獲個体で解析 繁殖集団で解析

繁殖期、繁殖場から
サンプルを集めて比較すれば

時期による個体の移動がわかる？？？

？



地域 えりも

季節 非繁殖期 非繁殖期 繁殖期 非繁殖期

場所 混獲 繁殖場 混獲 混獲 繁殖場 混獲 繁殖場 混獲

N 49 43 6 22 13 6 27 2 50

厚岸 浜中 根室

繁殖期 繁殖期

過去のサケ定置網で混獲された個体のデータを繁殖期 (5,6月)と、
非繁殖期 (9,10,11月)に分けたものと、今年度繁殖上陸場で採取し
たサンプルを合わせた全218サンプル

綿棒で口腔内粘膜のDNAを採取する様子
サケ定置網とアザラシ

使用したサンプル



母から子へのみ遺伝するミトコンドリアDNA(mtDNA)と、
父母両方から遺伝し、mtDNAと比較することで父親の繁殖集団の
把握に利用される核DNAを使用．

配列を
使用

父
母 子

♀の
遺伝形質を
反映

×

ミトコンドリアDNA (mtDNA)
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反復数

2

5

個体Aの
相同染色体

父由来

母由来

反復回数を使用

父
母 子

♀♂の
遺伝形質を
反映

核遺伝子のマイクロサテライト(MS)遺伝子座

個体Aの
ミトコンドリ

ア

ＤＮＡ解析



繁殖期は厚岸のみで見られるハプロタイプがある(D)
非繁殖期は厚岸、浜中、根室で割合が似ていた
統計解析でも 母系・父系ともに繁殖期では厚岸と浜中は異なり
非繁殖期では３地域違いがなかった．
しかし厚岸と根室は同じである事を示したため、
これら地域はアザラシが行き来している可能性がある．

結果と考察

違いなし

根室

ハプロ

タイプ

A

C

D

E

F

G

BD BD H NBD

I

L

M

N

O

P

1 (5) 1 (2) 1 (2)

7 (14) 8 (42) 1 (50) 4 (8) 3 (13) 7 (25) 4 (8)

5 (10)

2 (4) 1 (5) 1 (4) 2 (7)

11 (22) 3 (15) 1 (50) 17 (34) 6 (27) 7 (25) 17 (34)

23 (46) 5 (26) 21 (42) 11 (50) 9 (33) 21 (42)

1 (2) 3 (6) 3 (6)

1 (5) 1 (4) 1 (3)

1 (2) 1 (2)

1 (2) 1 (2)

1 (2) 1 (2)

1 (2) 1 (2)

1 (3)

49 19 2 50 22 27 50

根室

全地域非繁殖期厚岸・浜中繁殖期と根室非繁殖期

厚岸 浜中 モユルリ島 根室 厚岸 浜中

違いなし

厚岸浜中非繁殖期 VS 根室厚岸浜中繁殖期 VS 根室



K=2
(⊿K=88.7)

え
り
も

マイクロサテライトＤＮＡを元に、似ている遺伝子を持つ同士で色分けしてみると･･･

厚岸 浜中

根室

非繁非繁繁非繁繁
混上混上混混上混

1.0
0.5
0.0

厚岸におけるえりも由来の遺伝子 (緑)を持つ割合⇒

繁混 ≒  繁上 ＞非混

厚岸で混獲される個体と繁殖上陸場を利用する個体でも遺伝的な
違いがあった．



過去の情報から、根室地域の混獲個体は歯舞群島産と言われている．
近年、道東地域では観察されるゼニガタアザラシの頭数が増加して
いるが、以上の結果は、厚岸地域においては歯舞群島から移入して
きたアザラシが個体数増加に関与している可能性を示した．

厚岸繁殖場
浜中繁殖場

根室繁殖場

根室混獲

厚岸混獲

浜中混獲

繁殖上陸場

混獲地域


